
令和５年度山梨県テクノロジーを活用した業務効率化事業費補助金の 

実施事業者の選定について 

 

  山梨県テクノロジーを活用した業務効率化事業費補助金は、本事業の目的を理解し業

務の改善等に取り組む事業所に対して優先的に補助するため、提出された事業計画書を

審査し、実施事業者を選定します。 

   本事業に応募する際は、介護事業所における介護業務の効率化による職場環境の向

上及び介護職員の負担軽減を図ることの目的とするとともに、業務改善に向けて「介護

サービス事業における生産性向上に資するガイドライン」（厚生労働省）を参考とした取

組みを本事業の一環として取り入れることを検討してください。（実施する取組みは事業

計画書に記載してください。） 

 

１．審査項目 

審査は、次の各項目につき、それぞれの着眼点に沿って行う。 

なお、１事業者から、（１）介護ロボット導入事業、（２）見守り機器の導入に伴う通

信環境整備事業及び（３）ＩＣＴ導入事業 のいずれの導入計画書も提出された場合、各

導入計画書をそれぞれの着眼点に沿って審査します。 

 【共通】 

審査項目 着眼点 

１．課題の分析・

目標設定 

①施設の抱えている問題点の整理・分析ができているか。 

②課題解決のための適切な目標設定となっているか。 

③導入予定以外の機器等との比較検討を行っているか。 

２．導入体制 

①導入の担当者、チーム体制は整備できているか。また、導入にあ

たり、マニュアルの整備等、使用方法は適切か。 

②導入に対する具体的なスケジュールが検討されているか。 

③導入に向けた職員研修計画は十分検討されているか。 

３．効果検証 

①効果検証の方法は適切か。また、効果検証のための体制を整え

ているか。 

②効果検証の結果を事業所内で共有する仕組みはあるか。 

 



【（１）介護ロボット導入事業、（２）見守り機器の導入に伴う通信環境整備】 

審査項目 着眼点 

加点要素① 

（人員体制の効

率化の取り組

み） 

①職員の業務分担表や勤務時間表等により、取り組み前後の変化

を具体的に示す等、取り組み内容を具体的に計画しているか。 

加点要素② 

（利用者のケア

の質や休憩時間

の確保等の職員

の負担軽減に資

する取り組み） 

①職員の業務分担表や勤務時間表等により、取り組み前後の変化

を具体的に示す等、取り組み内容を具体的に計画しているか。 

②職員の負担軽減の効果検証の方法を具体的に計画しているか。 

加点要素③ 

（その他） 

①独自性や斬新さがあり、計画内容が優れている。 

②想定される検証結果が事例として参考となる。 

③他事業所への波及効果が期待できる。 

 

【（３）ＩＣＴ導入事業】 

審査項目 着眼点 

加点要素① ①介護ソフトから出力された CSV ファイルを LIFE の CSV 取込機

能により準拠した介護ソフトにより LIFE へデータを提出し、

データの解析結果等のフィードバックをケアマネジメントに

活用している。 

加点要素② 

①「ケアプランデータ連携システム」等を利用し、ケアプラン標

準仕様に準じて出力された CSV ファイルにより、居宅サービス

計画書等のデータを連携し、業務負担軽減につなげる取り組み

を具体的に計画しているか。 

加点要素③ 
①ＩＣＴ導入事業により、文書量が半減、又はそれ以上削減する

ことを具体的に計画しているか。 

加点要素④ ①独自性や斬新さがあり、計画内容が優れている。 



（その他） ②想定される検証結果が事例として参考となる。 

③他事業所への波及効果が期待できる。 

 

２ 選定について 

  選定にあたっては、介護ロボット・ＩＣＴを同時に導入する事業（①介護ロボット・

ＩＣＴ一体導入型）及びこれまで県の補助事業により介護ロボット・ＩＣＴを導入して

いない法人による事業（②初回導入法人対象向け）、その他（③その他）を設定します。 

  まず、①介護ロボット・ＩＣＴ一体導入型に該当する事業所を選定したのち、②初回

導入法人対象向けを選定します。（②の選定の際には、①の選定から漏れた事業所で、②

に該当する場合は選定対象となります。）最後に、選定されていない全ての事業所により、

③その他の選定を行います。 

  なお、申請事業所が①、②に該当するかの判断は県において行うため、事業所側は特

段の対応は不要です。 

 

３ その他 

  １事業者から、（１）介護ロボット導入事業、（２）見守り機器の導入に伴う通信環境

整備事業及び（３）ＩＣＴ導入事業 のいずれの導入計画書も提出された場合、審査の

結果、いずれも非選定若しくは、いずれかが選定されることがある。 


